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田中

いきがい

（初代、四

田中忠

いきがい大学伊奈学園

四代会長 

忠さん

岡村昭則

大学伊奈学園

 令和２年１２

さん

 

岡村昭則

大学伊奈学園専科一期

１２月１９

さんの踏

岡村昭則 

専科一期の会           

１９日逝去） 

踏み

           

 

み跡

           

跡 

                      



専科一期の会 田中忠さんの踏み跡を作成するにあたって 

 私と田中さんの出会いは、専科一期生として入学し、役員を決める時に、私は既に「さ

いたま市シニアユニバーシティ大宮校」のＨＰを管理しているので、専科一期のＨＰに携

わりたいことや、自分のＨＰを立ち上げたいことから一番先に手を上げてＨＰ委員に立候

補しました。次に田中さんも自治会の役員をしており、自治会のＨＰを立ち上げた思いも

あってＨＰ委員に立候補しました。二人とも自分たちの目標が決まっているので、ＨＰ講

習会ではよく勉強したことは言うまでもありません。卒業時までに、曲がりなりにも私が

「わが青春」、田中さんが「南栗橋五丁目自治会」のＨＰ立上げに成功しました。 

この間にも学園祭や卒業文集の企画を私が行えば、田中さんがサーポートしてくれたこ

とから、どれも成功裏に終わったことは言うまでもありません。卒業近くになると校友会

立上げということになり、私が二年制１８期校友会会長の田中康勝さんに校友会設立のア

ドバイスを受け、下書きをして田中さんに相談し、専科一期校友会は郷土コースで引っ張

るということで初代の会長を田中さんに引き受けていただいた経過があります。当時、田

中さんも６５歳というバリバリの歳なので、最初の理事会で「校友会最初の理事会の挨拶

で専科一期校友会は、伝統を作るという役目が否応になくあります。学園の皆さんからも

注目されていることでしょう。荷が重いと思いますが、みんなでその役目を果たしていき

ます」と挨拶されているように、校友会の基礎作りに全力で当たっていました。ホームペ

ージ委員の傍ら、専科合同ハイキングクラブ・専科合同グラウンドゴルフクラブ立上げに

参加されて、奥様の介護の合間にクラブ活動に参加され軌道に乗るまで先頭に立って活躍

されてきました。 

伊奈連協に加盟してから専科コースに負担のかかる運営を始めたので、私が公開質問状

を出したりして、伊奈連協や伊奈ネットクラブからも睨まれましたが、専科一期校友会は

アンケートの結果を受けて伊奈連協退会することになり、臨時総会も４代会長の田中さん

に取り仕切ってもらいました。それからは専科合同の行事に力を入れてきました。社会情

勢の流れからいきがい大学もこれまでの運営で立ち行かなくなり、専科コース廃止、二年

制コース廃止して、専攻科創設しましたが、４年間で廃止しとなってしまった。「退職後

いきがいを持ってもらうためにボランティア養成のいきがい大学」として昭和５１年度に

設置され、令和元年度まで続けてきましたが、ついに４４年間の幕を下しました。そのた

めにボランティア活動の後継者の育成が起たれてしまったため、ボランティア団体を統括

したイナ・ヴォイスの事業活動も終了へ、ボランティア活動の広報を担当していた伊奈ネ

ットクラブも令和３年６月でホームペーシ閉鎖に追い込まれてしまった。 

 伊奈学園卒業生のほとんどの校友会が解散している中で、私達の専科一期校友会が今日

まで続いているのは、田中さんが校友会最初の理事会の挨拶で「伝統を作る」という力強

い挨拶から始まり、途中での校友会の改革では、１９６４年東京オリンピック強化選手で

もあり、国体にも出場しているスポーツマンの田中さんから東京オリンピックまで続けよ

うとの提案もあり、その実現に向けて会員一同がまとまり今日に至っています。そのオリ

ンピックもコロナ感染の影響で１年延期したものの、実現も不透明な状況に置かれていま

す。そのような世情の中で田中忠さんは旅立ってしまいました。私は田中さんとの友情を

顧みて、ここに伊奈学園で活動された田中さんの踏み跡をまとめて墓前に捧げることにし

た次第です。「★遠き日の君の青春（東京）オリンピック」合掌  令和３年１月４日 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●専科一期自ＨＰ（２１年度）は、伊奈いきがいネットクラブ会長の鈴木進さんに立ち上

げていただき、自治会活動１年間の活動記録等の掲載もお世話になり、感謝あるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●彩の国・浮きウキフェスタ(H21.11.08)               

「浮島づくり」に参加しました。１１月８日に行われた「彩の国・浮きウキフェスタ」は、

川の再生をテーマに権現堂公園で催されました。伊奈学園いきがい大学の有志は「浮島づ

くり」に参加しました。14 期生・本田さん（さって市民境ネット代表）のお誘いで実現し

たものです。20 期・中山さんの的確な指導により、見事な浮島が出来上がり男女２０名は

気持ちのよい汗をかかせていただきました。午前の部で８基、午後の部では６基の浮島が

完成しました。この浮島は、行幸湖（権現堂調整池）の水質を改善するとともに、水中生

物のオアシスになることでしょう。H21.11.08 文・写真 HP 委員 田中忠 

         

本田浮島づくりの総監督              3.5m6 本の杉と 13 本の猛宗竹の筏 

        

袋にはアシの根と木炭                筏完成まじかです 

        

大勢乗っても このとおり、頑丈です          上田知事も駆け付け水の大切さを力説 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●在学中、歴史好きの田中さんは天谷さんのサークル中山道ウォークに参加していました 

 

 

 

 



●在学中、陶芸クラブにも所属していました 

 

 

 



●平成２１年度彩の国いきがい大学伊奈学園専科一期生卒業記念文集 

 

 

 



 

●社会見学会＝水澤寺～旧富岡製糸場＝

 

 

 

●社会見学会＝水澤寺～旧富岡製糸場＝●社会見学会＝水澤寺～旧富岡製糸場＝●社会見学会＝水澤寺～旧富岡製糸場＝●社会見学会＝水澤寺～旧富岡製糸場＝H21.9.29  

 

 



 

 

  H22.3.9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２２年度校友会ＨＰ

 

 

●平成２２年度校友会ＨＰ●平成２２年度校友会ＨＰ 



●第七回 ウォーキングサークル「幸手宿の史跡」めぐりと権現堂の桜狩り(H22.4.6) 

 

●田中忠さんドラゴンボード埼玉大会に出場 H22.5.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第一回交流会「ラフレさいたま」H22.8.26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第二回郷土の会・交流会＝H22.9.26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



●第三回郷土の会・交流会＝H23.2.7 

 

  

●東日本大震災が発生し甚大な被害を出す 

2011 年（平成 23 年）3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震による災害およびこれ

に伴う福島第一原子力発電所事故による災害である[1]。大規模な地震災害であることから

大震災と呼称される。東日本各地での大きな揺れや[2]、大津波、火災等により、12 都道県

で 2 万 2000 人余の死者（震災関連死を含む）・行方不明者が発生し、これは明治以降の日

本の地震被害としては関東大震災、明治三陸地震に次ぐ規模となった。沿岸部の街を津波

が破壊し尽くす様子や、福島第一原子力発電所におけるメルトダウン発生は、地球規模で

大きな衝撃を与えた。 

 

 



●専科一期校友会として田中会長の下で東日本大震災支援に取り組む。 

 



●一期主催第１回専科

 

●郷土コース活動＝国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝

 

 

 

 

●一期主催第１回専科

●郷土コース活動＝国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝

●一期主催第１回専科合同ウォーキング

参加された専科校友会の皆さんです

●郷土コース活動＝国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝

合同ウォーキング

参加された専科校友会の皆さんです

●郷土コース活動＝国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝

合同ウォーキング「久喜市史跡めぐり

参加された専科校友会の皆さんです

●郷土コース活動＝国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝

久喜市史跡めぐり

参加された専科校友会の皆さんです 

●郷土コース活動＝国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝H23.6.4

久喜市史跡めぐり」＝H23.5.7

H23.6.4 

H23.5.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●日帰りバス旅行＝松代町史跡めぐり＝

 

●一期主催第２回専科合同ウォーキング＝筑波山

 

●日帰りバス旅行＝松代町史跡めぐり＝

●一期主催第２回専科合同ウォーキング＝筑波山

●日帰りバス旅行＝松代町史跡めぐり＝

●一期主催第２回専科合同ウォーキング＝筑波山

●日帰りバス旅行＝松代町史跡めぐり＝

●一期主催第２回専科合同ウォーキング＝筑波山

●日帰りバス旅行＝松代町史跡めぐり＝H23.10.31

●一期主催第２回専科合同ウォーキング＝筑波山紅葉狩り

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H23.10.31 

紅葉狩り＝＝H23.11.14H23.11.14  

 



●専科一期校友会第二回交流＝大宮東天紅＝H24.1.25 

１月２５日、専科一期校友会は交流事業の一つとして「新春の懇親会」を大宮・東天紅

で開催しました。昨年７月２５日に第二回交流会を予定していましたが、台風のため延期

となってしまったので代替として開催したものです。今日の天気は素晴らしく東天紅の会

場からは奥武蔵の山々、神通川流域の山々、榛名、赤城の山々等、眼下には大宮の街並み

が望め、懇親会に花を添えてくれた最高のロケーションです。会場入口の受付は、クラス

メートと久しぶりに声を掛け合う光景が数多見られました。全体で６０名の方に参加して

いただきました。まずは、小山としさんの司会で懇親会の幕を開き、次いで玉置校友会会

長から、昨年の校友会活動や東日本大震災等についての報告がありました。伊藤副会長の

音頭で「これからの校友会活動の発展を祈念して」乾杯し、食事会となりました。料理は

バイキングでしたが、料金が安かったことも影響して量も少なくあっという間に品切れと

なってしまい、料理の不

足を歌で満して下さい

という会長が挨拶を実

践すべく、各コースとも

２曲選定して壇上に上

がって合唱し絆を深め

ました。最後のお楽しみ

はビンゴゲームです。そ

れが終わってから田中

前会長から専科校友会

グラウンドゴルフ部創

設大会参加者が１３名

になったとの報告があ

りました。それでも間が

持てなくて切り上げ時間を早めにして、最後に小金澤さんの一本締めで交流会を閉めてい

ただきました。ご参加された皆さんに感謝申し上げます。有難うございました。 

 

 

 



●平成２３年度専科一

 

                           

 

 

平成２３年度専科一

                           

平成２３年度専科一期校友会総会

                               

期校友会総会＝H24.3.30

   郷土コースの皆さん

H24.3.30 

郷土コースの皆さん郷土コースの皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●郷土の会例会 鴻巣市役所及び周辺史跡めぐり＝H24.5.20 

 

 

 

 



▲楽しかった！郷土の会例会 
（皇居・警視庁見学＝Ｈ２４．９．２５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●専科合同グラウンドゴルフクラブ創設一周年記念大会＝H25.2.1 

 

 

 

 

 

 

 



●郷土の会２月例会＝県立歴史と民俗の博物館＝H25.2.6 

 

 

 

 



●平成２４年度校友会総会＝H25.4.19 

                          司 会 小林 正子     

 １、開会のことば                  理 事 高田 忠良 

 ２、会長挨拶                    会 長 角田 進 

 ３、議長選出                                                 

 ４、書紀 

   議事録署名人の選出 

 ５、報告事項 

   ①平成２５年度活動報告             会 長 角田 進 

   ②クラブの活動報告               クラブ 代表者 

 ６、決議事項 

    第１号議案 平成２４年度決算(案)承認の件   理 事 野良 テル 

                           監 事 玉置 貞明 

    第２号議案 会則改訂の件           会 長 角田 進 

    第３号議案 平成２５年度役員選任の件     会 長 角田 進 

    ＜新理事の紹介＞               新会長 田中 忠 

    第４号議案 平成２５年度活動計画(案)承認の件 新会長 田中 忠 

    第５号議案 平成２５年度予算(案)承認の件   新会長 田中 忠           

★７、閉会のことば            （２４年度）副会長 宮島昭夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度専科一期校友会会長 田中忠さん就任 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



●日帰りバス旅行＝小諸懐古園外＝

 

●第一回専科合同グラウンドゴルフ大会

 大会会長

 実行委員長

 競技委員長

 

 

●日帰りバス旅行＝小諸懐古園外＝

●第一回専科合同グラウンドゴルフ大会

大会会長  専科１期校友会会長

実行委員長 小金澤グラウンドゴルフ部長専科１期校友会

競技委員長 落合競技委員長専科第２期校友会

●日帰りバス旅行＝小諸懐古園外＝

●第一回専科合同グラウンドゴルフ大会

専科１期校友会会長

小金澤グラウンドゴルフ部長専科１期校友会

落合競技委員長専科第２期校友会

●日帰りバス旅行＝小諸懐古園外＝H25.10.29

●第一回専科合同グラウンドゴルフ大会(H25.11.1)

専科１期校友会会長 田中忠 

小金澤グラウンドゴルフ部長専科１期校友会

落合競技委員長専科第２期校友会

H25.10.29  

(H25.11.1) 

 

小金澤グラウンドゴルフ部長専科１期校友会

落合競技委員長専科第２期校友会 

 

小金澤グラウンドゴルフ部長専科１期校友会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●伊奈連協退会のための臨時総会＝H25.11.15＝ 

日 時 平成２５年１１月１５日(金) 午前１０時～ 

場 所 県民活動総合センター第３会議室 

出席者 校友会会員 ３５名（会員総数８７名） 

 議 題 ①第１号議案 今後の校友会活動提案 

     ②第２号議案 組織改革に向けた提案 

      ・会則改訂提案 

      ・細則改訂提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★定刻により、副会長の石田忠彦さんから開会が宣言され、続いて議長選任の件を会則に

より会長の田中忠さんを議長に選任した。議長は事務局に会員総数、本日の出席会員数の

報告を求め、本会の宣言を行った。引き続き、書記に吉野利美子さん、中原愛子さんを選

任、議事録署名人に角田進さんと小金澤憲男さんを総会の承認を得て選任した。 

★議決事項 

①第１号議案 今後の校友会活動提案について、田中会長より「卒業後 3 年経過の校友会

活動をふり返り、伊奈連協退会への提案と校友会活動のスリム化を総会に諮る。」との説明

がなされた。 

②第２号議案 組織改革に向けた提案について、

北氏副会長より「・本会会則の改訂について、

議案書に基づき、主な改定点は、本会の活動か

ら連協との関係を削除、理事は各コース前年度

末の会員数により選出と、会費は年額 1,500 円

とすることを、議長はこれを総会に諮る。」と説

明がなされた。次に「・本会細則の改訂につい

て、議案書に基づき、主な改定点は連協との関

係を削除とイナ・ヴォイス活動はボランティア

活動と全般的な表示にすることを総会に諮る。」

との説明がなされた。２案件について提案説明が終わったので、議長が 1 号議案、2 号議

案、併せての採決を諮り、異議なく原案どおり承認可決された。 

★以上をもって本臨時総会の議事はすべて終了し、田中会長は議長を退任。副会長の原井

氏から閉会が宣言された。 

※総会終了後は各コース別にお話の会が開かれました。昼食後、伊奈連協の合同研修会に

参加して「夢のコンサート・マリンパー調べ」を楽しみました。 

 

 



 

 

 

 



●平成２５年度専科一期校友会総会＝H26.4.18 

 

                            司会 中村 正武 

 １．開会のことば                   理事 北氏 和雄 

 ２．会長挨拶                     会長 田中 忠 

 ３．議長選出 

 ４．書紀                              

 議事録署名人の選出                          

 ５．議事 

   ①第１号議案 平成２５年度活動報告        企画部長 山田 宏明 

   ②第２号議案 平成２５年度決算報告        会計主管 山崎高三郎 

   ③第３号議案 平成２５年度監査報告        監  事 角田 進 

   ④第４号議案 平成２６年度新役員選任（案）    新会長 

   ⑤第５号議案 平成２６年度活動方針（案）     新副会長 

   ⑥第６号議案 平成２６年度予算計画（案）     新会計 

 ６．議長解任 

 ７．新会長就任挨拶 

 ８．閉会のことば                   副会長 原井 克之 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝

9 月29 

クは１期６名、２期７名の１３名が参加しました。当日は快晴の秋晴れで絶好のハイク日

和となりました。低い山（

んだコースでした。関東平野で最初に立ち上がっている山地ですから、謙信平からは条件

が揃えば富士山から東京スカイツリーまで見通せる眺めの良さです。ルートは客人神社⇒

謙信平⇒太平山神社⇒大中寺⇒清水寺そしてぶどう団地の「はごろも園」でお土産の葡萄

狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝
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狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）

●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝

日専科校友会合同ハイキ

クは１期６名、２期７名の１３名が参加しました。当日は快晴の秋晴れで絶好のハイク日

和となりました。低い山（345m

んだコースでした。関東平野で最初に立ち上がっている山地ですから、謙信平からは条件

が揃えば富士山から東京スカイツリーまで見通せる眺めの良さです。ルートは客人神社⇒

謙信平⇒太平山神社⇒大中寺⇒清水寺そしてぶどう団地の「はごろも園」でお土産の葡萄

狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）

●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝

日専科校友会合同ハイキング部主催のハイキングが開かれました。専科合同ハイ

クは１期６名、２期７名の１３名が参加しました。当日は快晴の秋晴れで絶好のハイク日

345m）にも関わらず、急な上り坂あり、下り坂ありと変化に富

んだコースでした。関東平野で最初に立ち上がっている山地ですから、謙信平からは条件

が揃えば富士山から東京スカイツリーまで見通せる眺めの良さです。ルートは客人神社⇒

謙信平⇒太平山神社⇒大中寺⇒清水寺そしてぶどう団地の「はごろも園」でお土産の葡萄

狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）

●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝太平山散策と葡萄狩り

ング部主催のハイキングが開かれました。専科合同ハイ

クは１期６名、２期７名の１３名が参加しました。当日は快晴の秋晴れで絶好のハイク日

）にも関わらず、急な上り坂あり、下り坂ありと変化に富

んだコースでした。関東平野で最初に立ち上がっている山地ですから、謙信平からは条件

が揃えば富士山から東京スカイツリーまで見通せる眺めの良さです。ルートは客人神社⇒

謙信平⇒太平山神社⇒大中寺⇒清水寺そしてぶどう団地の「はごろも園」でお土産の葡萄

狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）

太平山散策と葡萄狩り

ング部主催のハイキングが開かれました。専科合同ハイ

クは１期６名、２期７名の１３名が参加しました。当日は快晴の秋晴れで絶好のハイク日

）にも関わらず、急な上り坂あり、下り坂ありと変化に富

んだコースでした。関東平野で最初に立ち上がっている山地ですから、謙信平からは条件

が揃えば富士山から東京スカイツリーまで見通せる眺めの良さです。ルートは客人神社⇒

謙信平⇒太平山神社⇒大中寺⇒清水寺そしてぶどう団地の「はごろも園」でお土産の葡萄

狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）

     

←神社から栃木市内の眺め

 

太平山散策と葡萄狩り＝H26.9.29
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●第 5 回定期総会＝H27.4.24＝                            

 

  司会 大島 修 

１．開会のことば                  理事 小金澤憲男 

２．会長挨拶会長 蔦川忠義 

３．議長選出 

４．書紀                              

 議事録署名人の選出                          

５．議事 

①第１号議案 平成２６年度活動報告       企画部長 塙 恒雄 

②第２号議案 平成２６年度決算報告       会計主管 浅見法子 

③第３号議案 平成２６年度監査報告       監 事 石田孝彦 

⑤第４号議案 平成２７年度新役員選任（案）   新 会 長 

⑥第５号議案 平成２７年度活動方針（案）    新副会長 

⑦第６号議案 平成２７年度予算計画（案）    新 会 計 

 ６．議長解任 

 ７．新会長就任挨拶 

 ８．閉会のことば                  副会長  岡村昭則 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●戦後７０周年平和記念集発行＝H27.8.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２７年度専科一期校友会総会

                            

 １．開会のことば

 ２．会長挨拶

 ３．議長選出

 ４．書紀

 議事録署名人の選出

 ５．議事

①第１号議案

②第２号議案

③第３号議案

④第４号議案

       

⑤第５号議案

⑥第６号議案

⑦第７号議案

 ６．議長解任

 ７．新会長就任挨拶

 ８．閉会のことば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度専科一期校友会総会

                            

１．開会のことば

２．会長挨拶                     

長選出 

４．書紀                             

議事録署名人の選出

５．議事 

①第１号議案

②第２号議案

③第３号議案

④第４号議案

       

⑤第５号議案

⑥第６号議案

⑦第７号議案

６．議長解任 

７．新会長就任挨拶

８．閉会のことば

平成２７年度専科一期校友会総会

                            

１．開会のことば                   

                     

                             

議事録署名人の選出                         

①第１号議案 平成２７年度活動報告

②第２号議案 平成２７年度決算報告

③第３号議案 平成２７年度監査報告

④第４号議案 会則の改定（案）

       ・会則見直しの件

・「専科一期の会」運営方針

⑤第５号議案 平成２８年度新役員選任（案）

⑥第６号議案 平成２８年度活動方針（案）

⑦第７号議案 平成２８年度予算計画（案）

７．新会長就任挨拶 

８．閉会のことば                    

平成２７年度専科一期校友会総会＝H28.4.28

                            

                   

                     

                             

                         

平成２７年度活動報告

平成２７年度決算報告

平成２７年度監査報告

会則の改定（案）

・会則見直しの件

・「専科一期の会」運営方針

平成２８年度新役員選任（案）

平成２８年度活動方針（案）

平成２８年度予算計画（案）

                    

H28.4.28 

                            

                   

                     

                             

                         

平成２７年度活動報告         

平成２７年度決算報告         

平成２７年度監査報告         

会則の改定（案）           

・会則見直しの件  

・「専科一期の会」運営方針

平成２８年度新役員選任（案）

平成２８年度活動方針（案）

平成２８年度予算計画（案）

                    

                            

                   

                     

                             

                         

         

         

         

           

・「専科一期の会」運営方針（案） 

平成２８年度新役員選任（案）     

平成２８年度活動方針（案）      

平成２８年度予算計画（案）      

                    

                            司 会 

                   理 事 

                     会 長 

                             

                         

         企画部長

         会計主管

         監  

           副会長

     新 会

      新副会

      新 会

                    理 事

 塙  恒雄

 星澤恵美子

 伊藤 盛夫

                              

                         

企画部長 大森

会計主管 新井

  事 蔦川

副会長 大森 

新 会 長 

新副会長 

新 会 計 

事 星澤恵美子

恒雄 

星澤恵美子 

盛夫 

                          

大森 勇 

新井 真弓 

蔦川 忠義 

 勇 

星澤恵美子 



専科一期郷土の会集い 
(H28.7.31) 

郷土コース卒業生は、郷土の歴史を勉強したくて入学し、卒業した会員は多い。中でも 

田中さんや野村さんは地元の歴史や文化についての造詣が深く、これまでも郷土の会の皆 

さんを何回かご案内してくれた。今回も野村さんから鷲宮神社の夏越祭りに行われる、「土 

師一流催馬楽神楽」を見学しませんかと案内をいだだいた。ついでに昼食を兼ねて懇談会 

もということで、近代的な東武線鷲宮駅に集合したのは１８人の仲間である。梅雨明けの 

猛暑にも等しい炎天下、昼食会の会場へと街に出ると、街は政府が地方再生と政策に掲げ 

ている、現実のシャッター通りに等しい寂れた商店街通りである。ここで商売してもご飯 

を食べるだけの売り上げのあるお店は、我々が昼食会の会場である料理店以外あまりない 

のではと思うほどである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●さて、久しぶりのことで食事が来るまでの時間に、野村さん、安藤さん、田中さんの挨 

拶やお話が終わってから、それぞれの交流が始まった。一年間だけ机を共にした仲間であ 

るが、卒業して７年が経とうとしているのに、会話は学生時代の時と同じように弾む。変 

わったのはお互いに年を取ったなあという実感であると共に、田中さんや私にしても連れ 

合いを介護していることから、このような活動に参加するにしても７年前のようにはいか 

なくなってしまったことである。美味しい昼食をいただき、最後に記念写真を撮ってから、 

本日のメインテーマである鷲宮神社で奉演される「土師一流催馬楽神楽」を見に行く。私 

も鷲宮神社を訪れるのは初めてである。社伝によれば、神代の昔、天穂日命が東国を経営 

するために武蔵国に到着し、天穂日命のお供の出雲族２７人の部族と地元の部族が当地の 

鎮守として大己貴命を祀ったのに始まると伝えられているように歴史ある神社である。 

●夏越祭りに鷲宮神社で奉演される「鷲宮催馬楽神楽」（正式名称：土師一流催馬楽神楽） 

の始行年代は明らかではないが、鎌倉時代の史書である『吾妻鑑』に、建長3 年（1251 年） 

4 月に鷲宮神社で神楽が行われたことが書かれているというから歴史があることは間違い 

ない。昭和 20 年代に入ると、町内の若者十数人が集まって「鷲宮神社神楽復興会」が組

織され、伝承者の指導により神楽が伝承され、消滅の危機を何とか乗り越えたという。 



▲栗橋郷土史研究会

彩の国いきがい大学伊奈学園専科一期卒業生で栗橋郷土史研究会会長の田中忠さんが全

国で１６位ある静御前伝説の中の一つ、栗橋に伝わる静御前伝説につい

を使いながら９０名の皆さんの前で１時間にわたり研究発表を行いました。郷土史を地元

で研究し、地元の方の前で発表することは、発表するほうも聞く方もお互いに郷土の歴史

を学ぶことで郷土愛へ繋がっていくーことであり、大変素晴らしいことです。本時の発表

会について７／３１に私達専科１期郷土の会が開かれた折に、田中さんにＰＲしていただ

きましたこともあって、今日は郷土の会の方が１０名と２１期生の方の参加をいただきま

した。私もカメラを持参した物の壊れて使えないアクシデントがありました。次のような

ことを田中さんか発表されましたので紹介します。

栗橋郷土史研究会

栗 橋
１．源義経

平安時代末期、朝廷は法皇、天皇、摂関家、近

る政争を繰り返していました。保元の乱

門の力が大

倒の旗を掲げ武家政権樹

源義経は1159 

は牛若丸。頼朝は１２歳年上の異

挙兵すると秀衡家来８０騎と駆けつけます。義経の活躍は目覚ま

しく、1184 

の合戦ではついに平家

の名声は一気に上がり、一

不信感を抱かれ、ついには頼朝から追討を受け京から逃れなけれ

ばならなくなってしまいました。

２．静との出会い

静御前は

草』には信

ると記されています。静６歳の時に

ともに白拍子

年続いた日照りにより人々は苦しんでいました。後白

した。神泉苑の池で

白拍子に舞わせ雨を祈らせました。

が現れ、3 

法皇は、静を

した。 

一の谷の合戦から京に

位を築きました。この頃静を

でした。翌年には平家追討の戦を終焉させ静との幸せな

く歯車が傾きてきました。

３．静御前の悲劇

京を追われた義経

どり、目指す吉野
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を使いながら９０名の皆さんの前で１時間にわたり研究発表を行いました。郷土史を地元

で研究し、地元の方の前で発表することは、発表するほうも聞く方もお互いに郷土の歴史
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きましたこともあって、今日は郷土の会の方が１０名と２１期生の方の参加をいただきま

した。私もカメラを持参した物の壊れて使えないアクシデントがありました。次のような

とを田中さんか発表されましたので紹介します。
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で研究し、地元の方の前で発表することは、発表するほうも聞く方もお互いに郷土の歴史

を学ぶことで郷土愛へ繋がっていくーことであり、大変素晴らしいことです。本時の発表
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国で１６位ある静御前伝説の中の一つ、栗橋に伝わる静御前伝説につい

を使いながら９０名の皆さんの前で１時間にわたり研究発表を行いました。郷土史を地元

で研究し、地元の方の前で発表することは、発表するほうも聞く方もお互いに郷土の歴史

を学ぶことで郷土愛へ繋がっていくーことであり、大変素晴らしいことです。本時の発表
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▲栗橋郷土史研究会田中忠さんの
(H28.9.4)

彩の国いきがい大学伊奈学園専科一期卒業生で栗橋郷土史研究会会長の田中忠さんが全

国で１６位ある静御前伝説の中の一つ、栗橋に伝わる静御前伝説につい

を使いながら９０名の皆さんの前で１時間にわたり研究発表を行いました。郷土史を地元

で研究し、地元の方の前で発表することは、発表するほうも聞く方もお互いに郷土の歴史

を学ぶことで郷土愛へ繋がっていくーことであり、大変素晴らしいことです。本時の発表
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前 伝

平安時代末期、朝廷は法皇、天皇、摂関家、近臣の対

る政争を繰り返していました。保元の乱(1156)、平治の乱

で初めて公卿の地位に就きました。２０年後、源頼朝は平家打
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初めた義経が召して側室にしたのは静１８歳、義経２

でした。翌年には平家追討の戦を終焉させ静との幸せな

は、紀州吉野山に向かうこととしました。険しい

は修験道場として・・禁制、ここで静と義経は別れなけれ

田中忠さんの
(H28.9.4) 

彩の国いきがい大学伊奈学園専科一期卒業生で栗橋郷土史研究会会長の田中忠さんが全

国で１６位ある静御前伝説の中の一つ、栗橋に伝わる静御前伝説につい

を使いながら９０名の皆さんの前で１時間にわたり研究発表を行いました。郷土史を地元

で研究し、地元の方の前で発表することは、発表するほうも聞く方もお互いに郷土の歴史

を学ぶことで郷土愛へ繋がっていくーことであり、大変素晴らしいことです。本時の発表

会について７／３１に私達専科１期郷土の会が開かれた折に、田中さんにＰＲしていただ
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郷土の会クラス会                                

神道無念流戸賀崎氏練武場遺跡と恵文館道場訪問 

（H29.9.5） 

郷土を知るコースの皆さんは伊奈学園卒業後も郷土の歴史や文化を学ぶ人も多く、特に野

村さんや田中さんは、郷土に伝わる文化遺産等を会員に紹介し案内してくれます。そのこ

とで郷土の会がまとまっている部分もあることは否めません。今年も昨年に続き、野村さ

んに地元「久喜市にある神道無念流戸賀崎氏練武場遺跡と恵文館道場」を案内していただ

きました。今回は特に個人の所有する文化遺産を見せていただくにあたっては、神道無念

流戸賀崎家現当主戸賀崎正道さんとの折衝でご苦労があったことをお聞きしています。 

●さて、道場の館主戸賀崎熊太郎正道さんの「神道無念流と戸賀崎家五代にいて」のお話

を要約で紹介します。                                 

★神道無念流は、日本の剣術の流派。神道無念流は、下野（栃木県）の福井兵右衛門嘉平

がそ の流祖で、明和元（1764）年、戸賀崎熊太

郎暉 芳（知道軒）が嘉平より免許皆伝を許され、

初代 戸賀崎家が宗家となり、安永 7（1778）年

江戸 裏二番町に道場を開くと、門弟 3,000 人を

数え るほど栄えしたとか。特に中でも岡田十松

（羽 生市）、大川平兵衛（坂戸市）、斉藤弥九郎

（富 山県氷見市）など名剣士の出現により、天

下に その名を広めたといいます。しかし、その

裏側 には行元寺の仇討ち天明 3 年（1783 年）

冨吉という農民出身の男が、神楽坂、牛込肴町の行元寺の境内で父の仇を討ち取ったとい

う記録があり、下総に住む父、庄蔵は同じ村の百姓組頭の男と口論になり暴行を受け亡く

なった。 息子は父の仇討ちを決意し、江戸に出て神道無念流の道場で、5 年間、一心に励

み、養子になって神楽坂で仇敵を見つけ行元寺境内に敵を追いつめ本懐を遂げる。 農民出

身ではあるが取り調べの結果、仇討ちが認められ、 旗本家に召し抱えられた息子は、百石

取りの侍になった。農民が農民を討ったという稀なケースで、この事件は実録本が出版さ

れるほど人々の関心を集め、神道無念流の道場はこれをきっかけに大評判となり門人 3000

人！を集めるほどになったという。 

★神道無念流は、創始から武道の流派として受け継がれ、水戸藩に公認されてから一層明

治維新に関わる大勢の武士に大きな影響を与えた流派であることを初めて知りました。 

★剣道は武士が剣（日本刀）を使った戦いを通じ、剣の理法を

自得するために歩む道を指し、剣の理法の奥にある武士の精神

を学ぶことであり、剣の操法を厳しい稽古を通じて心身を鍛練

することによって精神面、丈夫な身体、崇高なる人格などを養

うのが剣道修行の目的で『人間形成の道』と言われているよう

です。剣道には五つの構え方があるということで真剣を使って

見せていただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中さん       野村さん      八千代さん      五反田さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    小林さんと吉野さん           伊藤さんと長澤さん 

●戸賀崎正道館主からのお話と実技を一通り終えて、振り返ると、館主がお話しされたよ

うに、剣道は年齢に関係なく自分を鍛錬することのできる武道だと思いました。人間死ぬ

まで勉強だという郷土の偉人本多静六博士の言葉が蘇ってきました。最後に戸賀崎正道館

主及び奥様にお礼の拍手をもって見学会を終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  



 郷土コースで学んだ田中さん、野村さんは、卒業後、地元の歴史の発掘に取り組んでい

ます。私も歴史が大好きなのでお二人から学ぶきっかけを作っていただき、いつも帰って

からインターネットなどを開き勉強させていただいて、新たなことを知り「よかった」と

いつも感謝しています。先人たちが積み上げてきた結果として今日があり、その歴史も誰

かが後世に残していかない限り、埋没してしまいます。その歴史を伝え残すのは現代人の

役目だと思いますので、田中さんたちが古老を訪れて昔のことを聞き取って積み上げてい

くことは大変な作業だと

今日は栗橋歴史同好会の田中さんの研究発表をご紹介します。ここに紹介するのは田中さ
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川家の権威を、大名から庶民に至る

まで広く知らしめる効果が絶大で

あった。しかし、第四代

幕府の財政に余裕が無くなると、そ

の頻度は低下していった。
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またこの地は利根川の渡河点でも

あり、交通の要衝であることから、江戸幕府によって人や物資の往来を管理するための関

所が設置された。栗橋関所は、明治２年

流通支配を担う拠点として機能した。

「徳川１２代将軍家慶社参と中里村・医師高橋正案

郷土コースで学んだ田中さん、野村さんは、卒業後、地元の歴史の発掘に取り組んでい
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んのレジメとは違った形で自分が勉強するためのまとめ方をしています。

●社参とは何か＝元和３年（

降、将軍自ら日光まで足を運び参詣することを「社参」と呼びました。社参は江戸時代を

１９回実施

施されています。 

★コース主に用いられた行程は、

は岩槻城に宿泊。さら

古河城に宿泊。

復路は往路を逆に辿る

★日光社参には、膨大な経費を要した。供をする

億円、お伴 14000 人

にあるときに、最後尾はまだ

徴発も、日光社参の時期は農繁期に重なることが多く、大きな負担に

どの大事業を成し遂げることは、徳

川家の権威を、大名から庶民に至る

まで広く知らしめる効果が絶大で

しかし、第四代

幕府の財政に余裕が無くなると、そ

の頻度は低下していった。

年：天保 14

が社参。最後の日光社参。

日光社参と栗橋宿の係わり＝

戸時代の栗橋の地は、五街道の一つ

である日光街道栗橋宿と

またこの地は利根川の渡河点でも

あり、交通の要衝であることから、江戸幕府によって人や物資の往来を管理するための関

所が設置された。栗橋関所は、明治２年

流通支配を担う拠点として機能した。

郷土の会

「徳川１２代将軍家慶社参と中里村・医師高橋正案

郷土コースで学んだ田中さん、野村さんは、卒業後、地元の歴史の発掘に取り組んでい
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かが後世に残していかない限り、埋没してしまいます。その歴史を伝え残すのは現代人の
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からインターネットなどを開き勉強させていただいて、新たなことを知り「よかった」と

いつも感謝しています。先人たちが積み上げてきた結果として今日があり、その歴史も誰

かが後世に残していかない限り、埋没してしまいます。その歴史を伝え残すのは現代人の

役目だと思いますので、田中さんたちが古老を訪れて昔のことを聞き取って積み上げてい

思いますが、これからも長く続けられることを願って止みません。
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光御成街道や日光街道がその移動経路の中心となり、多くの人や物資が往来しました。日

光街道上に位置し、利根川の渡河点でもある栗橋関所にとって、将軍や諸大名の通過のた

めの準備や対応は重大任務の一つでした。 

江戸時代の利根川の渡河は、増水時に橋が流されてしまう技術水準上の制約や、江戸防

衛上の観点等から、恒常的な橋梁は設置されず、通常は渡船による通行が行われていまし

た。栗橋関所と中田宿（茨城県古河市）の間の利根川渡船は「房川渡」と呼ばれていまし

た。 しかし、将軍が通過する日光社参時には、 

大量の人や物資が通行することから、その渡船場付近には臨時の船橋が設置されました。

将軍社参時にのみ設置された房川渡の船橋は、社参を象徴する建造物であり、絵図等にも

多く記録されています。 この工事を八甫村・渡辺七左衛門、松伏村・石川健三郎が請け

負っている。 

★社参の帰路 各地で施し＝将軍の人

気取り政策として施しを実施している。

中里村の医師・高橋正案は東国飢饉の

ときに、この地でも苦しめられ、村で

は加えてはやり病が大流行、正案は大

釜に薬草を煎じ無料で薬を与え見事は

やり病を退治した。地元では評判の高

い医師で、同業者にねたまれて毒殺さ

れたという噂がたったという。そんな

こともあって将軍から銀１０枚、母親

には常米五合生涯の施しを受けた。正

案は一族とともに船橋を渡ることを許

された地元の資産家とも言える。高橋

家の屋号は醤油屋で子孫が潰してしま

ったが、その敷地に正案の墓がある。

その後の２度の移転で墓の現在地を田

中さんグループが探し出した。 

●今回も田中さんが地元栗橋の歴史を発掘して発表されました。前回の９月は、野村さん

と地元「久喜市にある神道無念流戸賀崎氏練武場遺跡と恵文館道場」を訪れ、個人の所有

する文化遺産を見せていただき、その歴史を垣間見ることができました。 

地域には地域の歴史があり、その一部に過ぎないにしても、知ることによって何か得し

たような気分に駆られるのが常です。何も知らない私たちにとって「知ることの魅力」は

好奇心の何物でもないのです。この好奇心こそが認知症予防にも繋がっています。みなさ

んも住んでいる地域の歴史を紐解いて知らないことをどんどん吸収して脳を活性化させて

みてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



●郷土コース事業 

青毛堀川沿いの河津桜を見る 

(H31.3.12) 

専科一期の会郷土コースのクラス会として昨年同様に野村さんが案内してくれた。昨年

の３月１１日に実施した青毛堀川の河津桜花見会と同じコースである。相手が桜なので最

初から予定日を設定するのは難しいのだが、昨年４月１０日定期総会の日に今日のクラス

会を設定して今日の実施にこぎつけた。昨年と同様に、昨日は大雨が降り、どうなるかと

思いしや晴れ男の野村さんの企画なので、３月２日の結城市散策に続いて見事に天気も回

復して青空の広がる桜日和となった。鷲宮駅に降りた時に今日は何人参加してくれるのか

気がかりだったが、何と１２名の方が参加してくれたのには驚いた。特に田中忠さんが奥

さんを連れての参加にはびっくりする以外なかった。これであってこそ長年連れ添った老

夫婦というものであろうと実感した。また、女性５人が初めて参加してくれたのにも驚い

た。案内してくれる野村さんにとっても嬉しい限りだと思う。だからこそ何よりも一番嬉

しかったことは元気に再会できことである。 

先週の結城市もそうだったが、昔は賑わっていた駅前通りは、どこにも見られる寂れた

通りとなっている。野村さんの案内で寂れた通りを横切り、青毛堀川沿いの桜狩りとなっ

た。何時ものことながらＨＰ用の集合写真を一枚撮らなくてはと思い、途中の桜の満ちて

いる土手で撮る。田中忠さんの「口癖」である、カメラ一台でＨＰが引き立つという教え

を実践して普段でもカメラを持ち歩いている。川堤の桜並木の終わる辺りで植物に詳しい

友が土筆や野蒜を積んできた。私も土筆を見るのは今年初めてなのでじっくりと見てしま

った。やがて青毛堀川ともお別れして青空の下の今年の花見は終わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



郷土コースオーブン事業 

浮きウキフェスタ２０１９行幸湖 
（令和元年 10 月 27 日） 

行幸湖は、埼玉県幸手市、久喜市と茨城県猿島郡五霞町の境界にある調整池であると同

時に、利根川水系一級河川権現堂川でもある。★1992 年（平成 4 年）3 月 調整池としての

工事が完成。★2004 年（平成 16 年） 彩の国まごころ国体のカヌー競技会場となる。★2007

年（平成 19 年） 埼玉県営権現堂公園としての整備が完成。 

 平成２１年以来、「水辺の再生」ワクワクイベントとして、★浮島づくり、★カヌー・ド

ラゴンボート水に親しむ体験、★手作り体験教室、★ちんどんパホーマンス（幸手桜高校

演劇部）、★マーチング披露（栗橋東中学校吹奏楽部）、★様々な出店等あり、地域起しを

兼ねた秋のイベントとして開かれている。前上田埼玉県知事も力を入れた浮きウキフェス

タである。 

今回は田中さんのご厚意で、４月の総会後に郷土コースオープ

ン事業として企画したしたものの日曜日とあって、皆さん外の

用事と重なってしまったことなどで、私一人の参加となってし

まった。行幸湖浮きウキフェスタ実行委員会委員長 田中 忠田

中さんには車２台も用意していただいたのに、私のＰＲ不足で

ご迷惑を掛けてしまい申し訳ない。 

 さて、個人的には水辺のある風景が大好きな私は今回の企画

を楽しみにしていた。埼玉県営権現堂公園について見れば、お

天気に恵まれたイベントが様々企画されており、これは地域起

しのお祭りではないのと思ってしまうほどの賑やかさである。 

 実行委員長として忙しい中、田中さん一家にお会いして記念写真を最初に撮らせていた

だき、それ以降は自由に取材させていただいた。その状況を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸手桜高校演劇部の幸手市しあわせ応援大使 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

久喜市栗橋東中学校吹奏楽部 

★平成３０年度全日本マーチングコンテスト：銀賞、★マーチングバンド関東大会：金賞 

★サマーマーチングフェスティバル：優秀賞、★埼玉吹奏楽コンクール新人戦：金賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヌー・ドラゴンボート水に親しむ体験、 

 

 

 

 

 

 

筏作成者・三艘 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

久喜市長の視察と激励 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮島を竹の上を滑らせ土手まで運びそこから竹の上を水面まで滑らせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮島は、間伐材と竹を組み合わせたイカダに、木炭とアシの 根を入れた袋を積み、水面に浮かしたも

の。アシの成長と共に アシの根による水質改善作用と、茂ったアシによる「島」は、鳥 や魚などの休

憩場・隠れ場となり、新たな生物多様性空間を出現させる。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        田中さんは花の苗を自宅で増やして

は自治会イベントに寄贈しています。 

                        自治会の人は無料。部外者の私は一 

田中さん達の南栗橋５丁目自治会出店       鉢５０円を寄付させて頂きました。 

★旧友に会い秋祭り楽しみぬ 

★秋風に乗る音色かなチンドン屋 

★空高し迫力あふるブラスバンド 

★秋の川カヌーを操る子供かな 

★川の秋太鼓を叩くドラゴンボート 

★秋晴れや筏を川へ押し出しぬ 

★湖の秋や浮きウキフェスティバル 

★試食せし味覚の秋や祭り来る 

★コスモスに見向きもしない祭り人 

★仲秋や浮島見ゆる行幸湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日のハイライト 丘の上の浮島で記念撮影 

 



平成 28 年度 活 動 報 告 シ ー ト  

◆ 団体名：行幸湖浮きウキフェスタ実行委員会 19A-49  

代表者：委員長 田中 忠  

URL                                                                                   

１．活動が必要とされた状況 行幸湖（みゆき

こ）は、利根川と中川を結ぶ調節池（＝平地ダ

ム湖）で、中川の洪水抑 制（夏期）と工業用

水と水道水の取水（冬期）に利用されている。

夏期には水位の低さ（４ ｍ）と流水量の少な

さから、水質が悪化しアオコが大量に発生する。

また、5km にわたる 両堤防は、コンクリート

ブロックで護岸され、さらに夏冬の水位差が 

7m もあり、岸辺にも 水面にも植生にとぼしく、

57ha（東京ドーム 12 個分）のダム全体が貧弱

な生態系になって いる。そこに水質改善機能

を持つ「ビオトープ浮島」を設置して水質改善

と生物多様性空 間づくりを行う。                                           

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内

容など） 「ビオトープ浮島」（以下浮島）の組

立・設置： 浮島は、間伐材と竹を組み合わせ

たイカダに、木炭とアシの 根を入れた袋を積

み、水面に浮かしたもの。アシの成長と共に ア

シの根による水質改善作用と、茂ったアシによ

る「島」は、鳥 や魚などの休憩場・隠れ場と

なり、新たな生物多様性空間を出 現させる。 

10 月 30 日、市民団体・近隣企業・地元行政

で構成される実行 委員会（21 団体）が水辺再生イベント「浮きウキフェスタ 28」 を実

施。その一環として浮島を作り、湖面に設置した。 浮島づくりには、小学生以下の子供 21 

名を含む計 87 名が参 加、４班に分かれ４基の浮島をつくった。組み立てられた浮島 は、

竹のレールを使い湖面に投入（進水式）、ボートにより湖の 中央に係留され固定された。                         

３．活動の成果 今回設置された浮島は、アシの生える 1 年後以降でないと、水質改善、

生物多様性空間 づくりの効果は出ないが、平成 21 年にフェスタ開催以来、毎年設置さ

れた浮島の数はすで に 64 基あり、こうした既存の浮島と連動した効果の増加が期待さ

れる。 浮島づくりへ参加した子供たちには、水環境の大切さや浮島のもつ役割など、浮

島組立 を通じて伝えることができた。                                            

４．今後に残された課題 広大な水面をもつ行幸湖のアオコ発生に対して、この数の浮島

の水質浄化作用では決定 的な効果は期待できない。しかし、生物多様性空間は着実に増

え、その成果を見ることができる。アオコの問題にどう対処するか、今後の課題である。 

 

 



田中 忠 様 
 体調の方はいかがですか。何しろ家族の為に頑張って下さい。こちらも妻の脳腫

瘍の後遺症と付き合っています。パトカーに２回もお世話になっているので、そう

しないようにと買い物も２日間おきに行くことにして一緒に行っています。コロナ

の収束は目途も立ちませんが、家籠りして毎日パソコンと向き合う生活です。退職

者会の役員会が月１回浜松町であるので行きますが、コロナを考えると嫌だなあと

思うこともありますが、専科１期の会の印刷物などで利用しています。 

２１日に最後の「校友会だより」と「会員それぞれの思い出」印刷してきました。

今日は伊奈ヴォイスと伊奈いきいきネットクラブの活動終了について、専科１期と

してまとめた「いきがい大学伊奈学園閉校の極み」を先月の役員会の時に２部作り

ましたので、田中さんに記念に１部贈呈します。ここには田中さんのボランティア

活動も出ています。２１日に印刷した最後の「校友会だより」もカラーで２部作り

ましたので田中さんに贈呈しますので読んでください。私の平成を振り返るカラー

で印刷したものを送りますので読んでみてください。 

私も６月１５日に脊柱管狭窄症になって左足の脛に鈍痛が走るようになって６ヶ

月にもならんとしていますが、治療に通っても良くなる気配は見られません。ウォ

ーキングして自然に触れる機会を持てないのが一番つらいですね。 

３年前から毎週金曜日午後１時から５時まで自治会の健康麻雀倶楽部に参加して

います。認知症の人や現役時代の賭け麻雀の体質をそのまま持ち込んでいる人様々

ですが、私はデータ麻雀をモットーに一期一会の世界を楽しんでいますが、帰って

くれば妻のご機嫌斜めは何時もの事です。これも脳腫瘍手術の後遺症で人格が変わ

り感情の起伏の激しさには閉口しますが、受け止める以外ありません。 

 今年もあと僅かとなりましたが、お互いに健康に留意して希望の年を迎えたいも

のです。いろいろとお世話になりました。R2.12.23 

 

★１２月２４日の日記から 

東京・浜松町の退職者会会議中に、突然、携帯に電話が入ったので廊下に出て話

をすると、専科一期の会田中忠さんの息子さんからである。私の手紙をいただいた

ので全て読ませていただいたが、父は１９日に亡くなったという報告である。私は

絶句して痛恨の極みの慟哭を発してしまった。一年前に田中さんが末期がんである

ことを教えてくれた時より、毎月一度電話して話していたので、今月は専科１期の

会「校友会だより」、「いきがい大学伊奈学園閉校は痛恨の極み」等を送り励まさ

そうと思っていた矢先なのに、彼も読まずに旅立ってしまったことに言葉を失った。 

コロナの状況下なので葬儀はやらず、納棺式を２６日に行うという。その場はお

母さんも施設に入所しているので気を落とさずに頑張れよと言って電話を切った。

何しろ早く帰って何かしなければとの思いにもかられたので、事情を話して会議を

中座して帰ってきた。 

 再度、田中忠さんの家に電話して詳しく聞くと、２６日朝８時から納棺式を行い

子供二人で火葬場に行くという。それまでは家に安置しているとのことなので私も

出席する旨を伝える。それから田中忠さんを見送る追悼文を書くことにして取り掛

かり何とか書き終えたので、専科１期の会の皆さんに田中さんの訃報の知らせと追

悼文をメール配信した。 



追悼文 
 

専科一期校友会初代会長・四代会長を務めました田中忠さん（郷土知るコース）

が十二月十九日不治の病で逝去されました。 

★ホームページ委員として、専科合同ハイキングクラブ・専科合同グラウンドゴル

フクラブ立上げに参加されて、奥様の介護の合間にクラブ活動に参加され軌道に乗

るまで先頭に立って活躍されてきました。 

私達の専科一期校友会が今日まで続いているのは、田中さんが校友会最初の理事

会の挨拶で「専科一期校友会は、伝統を作るという役目が否応になくあります。学

園の皆さんからも注目されていることでしょう。荷が重いと思いますが、みんなで

その役目を果たしていきます」に始まっています。途中での校友会の改革では東京

オリンピックまで続けようとの提案もあり、その実現に向けて会員一同がまとまり

今日に至っています。 

また、地元では南栗橋五丁目自治会会長、老人会「五楽会」会長、栗橋歴史同好

会の会長等を務め、その傍らボランティア活動初め、浮きウキフェスタの実行委員

長を長年務めていました。 

昨年の浮きウキフェスタ二〇一九行幸湖を取材に行き、田中さんお会いした時に、

末期胃がんのステージ四で手術出来ないことを私に教えてくれました。私の足も震

えてしまいましたが、それ以来、月一度は電話してお話をしてきました。それ故に

東京オリンピック後の「専科一期生の活動記録「思い出の踏み跡」発刊に伴い、会

員の皆さんにも「思い出の記」を書いてもらうことも決めましたので、電話でお願

いしたら、すぐに自分の心境を書いてくれました。私は涙なくしては読めませんで

した。 

十二月二十一日に「思い出の記」、「最終号の校友会だより」、「いきがい大学

伊奈学園の閉校は痛恨の極み」（この中には田中さんの事もページ多くして掲載し

ています）を印刷し、田中さんを励ますために特別にカラー刷りにして二十三日に

お手紙を送りました。手紙が届くや「お父さんが十九日に亡くなったという知らせ

が、私の出張先の会議室に入りました。先月に電話した時は、元気そうな声だった

ので、お互いに病の奥さんを抱えているので長生きしなくてはねと話したばかりで

した。また、手紙にも体調の方はいかがですか。何しろ家族の為に頑張って下さい。

こちらも妻の脳腫瘍の後遺症と付き合っています。今年もあと僅かとなりましたが、

お互いに健康に留意して希望の年を迎えたいものです。いろいろとお世話になりま

したと、書いたばかりなのにと思うと、言葉もありません。 

会議室から出て息子さんの話を聞き、私の心は震え慟哭した程です。突然の事ゆ

えに痛恨の極みです。 

 新型コロナウイルスが世界中に感染している状況下では通夜も告別式もままなら

ず近親者のみで執り行うとのことでした。このことを専科一期校友会の皆さんにお

知らせし、ここに謹んで哀悼の意を表するとともにご冥福をお祈り申し上げます。 

 田中 忠さんにはこれまでお付き合いいただいた友情に感謝し、最後に田中忠さ

んの御霊の永遠の安らかんことを祈りつつ「★オリオンや優しき君を忘れまじ」と

一句添えて追悼の言葉とします。合掌 

令和二年十二月二十四日 専科一期の会 岡村昭則 



故田中忠さんの納棺式と見送り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



田中忠さんが最後まで手を掛けた盆栽 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＨＰ委員として立ち上げた南栗橋五丁目自治会ホームページ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 
 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

 

 

 



専科一期の会の皆様からいただいたお悔み 
 

●岡村様 おはようございます。角田です。突然の田中さんの訃報に接し、まことに残念

の一語に尽きます。専科１期は、田中さんという人材を得たことで、今日まで永らえたと

言っても過言ではありません。今日、胃がんは５年生存率も高く、検査さえしていればと

思うと勿体ないと感ずるのは私だけではないでしょう。「思い出の記」が入れ違いになっ

たことも悔いが残りますね。今はただ、ご冥福を祈るばかりです。追 コロナ禍のもと、

いつ自分が斃れるか分かりません。お互い、日常の感染予防に気をつけましょう。私も、

自分史もどきの思い出話をまとめ、新年早々、兄姉４人に送る予定です。 

●岡村様 田中忠さんの訃報は誠に残念、心よりお悔やみ申し上げます。岡村さんの追悼

文のとおり、田中会長の専科１期交友会に対する思いと実績は大きな大きなものであり、

感謝しかありません。東京オリンピックまで続けようの、田中さんの声に私も励まされて

きました。歴史は思いがけないことの連続ですが、それを乗り越えようと苦心することが

生きている証なのでしょう。田中忠様のご冥福をお祈りいたします。合掌 蔦川忠義 

●岡村様 お知らせ有難うございました。驚いております。昨年鷲宮駅から久喜駅まで桜

の花見会にご夫妻でお元気に参加され、久しくお話させていただいたのに惜しい方を亡く

してしまいました。大変残念です。心よりご冥福をお祈りいたします。合掌 有村 

●岡村様 追悼文拝見させて頂きました。専科一期校友会に多大な貢献をなさった田中忠

さんのご冥福を祈ります。残念ですね・・・・・瀧澤 

●郷土コースの田中忠さんの訃報を聞いて驚きました。田中さんのことは奥様の体調が優

れないので専科の行事にも参加できないという認識で、改めて訃報をきいて本人が闘病さ

れていることを知りました。 

田中さんには岡村さんの追悼文にもありますように専科 1 期の会の会長として立ち上げか

ら現在まで仲間結束の礎を築いてくれました。又、地域活動も盛んにされて皆様から信頼

されていたのだと思います。 

 ”田中さん有り難うございます” 冥福を祈ります 合掌                                   

健康づくりコース 伊藤盛夫 

●ご子息様 

まちづくりコース 小金澤憲男 

お父上様の突然の悲報驚いております。 

ご子息様ご家族のお嘆きの程お慰みの言葉も有りません。 

全く急なことで信じられない気持ちです。皆様のご落胆はさぞかしと推察します。 

お父上様とは平成 21 年伊奈専科 1 期の校友会発足の時お父上様が会長、小生が副会長とし

て 1 年間活動しました。平成 23 年 12 月頃お父上様から専科グラウンドゴルフ部の立ち上

げの話があり協力して何とかクラブを創設しました。現在もクラブ活動続いております。 

まだ長生きされて活躍いただける歳でしたのに惜しんで余りあるものがあります。 

ここに謹んで弔詞を述べお父上様のご冥福とお祈り申し上げます。 

今年はコロナウィルスの感染者が拡大していますのでくれぐれもご自愛下さいますように。 

 

 



昨年１０月２７日、郷土コース事業の浮きウキフ

ェステ２０１９で実行委員長されている田中さん

とお会いした時に、手術が出来ない末期の胃がんで

あることを打ち明けてくれました。それを聞いた途

端に私の足が震えたことは言うまでもありません。 

それから毎日のウォーキングの度に近くの薬王

寺で一日でも長く生き延びてと祈願するとともに、

毎月、電話をして励ましてきました。１２月も励ま

しにと思って、募集して締め切った「思い出の記」

を１２／２１に印刷し、すぐ製本にして送付しまし

たが、既に旅立っており、遺稿文となってしまいま

した。まことに痛恨の極みです。 

 

 

 

伊奈いきがい大学 
専科 1 期ＯＢ会１０周年 

田中 忠 

ＯＢ会の皆さんの努力で専科 1 期校友会は１０周年となりました。定年後の空いた時間

の使い道やボランティア活動に興味を持つなど、動機や経歴が全く違う見ず知らずの方々

が講義や見学会、行事などを通して交遊が深まり、ＯＢ会発足後も活発な活動を継続しま

した。楽しい体験をたくさんさせていただきました。そのなかで人一倍努力を惜しまず心

を尽くしてくれた方が岡村さんです。感謝申し上げます。学園で驚いたのは学生証がある

事とクラブ活動が必須であることでした。文字どおりいきがい大学でした。 

 私はこの 10 年で地元の自治会活動から趣味を深める活動を楽しみ充実した時間を過ご

すことが出来ました。現在は全て退任し、唯一残された盆栽を楽しんでいます。昨年 10 月

胃がんでステージ４とのことで手術は出来ず、抗がん剤治療となり 3 週間の入院となりま

した。12 年間認知症の妻を世話してきましたが、副作用により介護が出来ず現在は特別養

護老人ホームにお願いしています。振り返ると、いろいろなことがありました。この 10 年

皆さんにも良いこと、悪いこといろいろあったと思います。コロナ禍のなかですが、残り

の人生を有意義に過ごしたいと思っています。 

 

「専科一期校友会初代会長・四代会長を務めました田中忠さん（郷土知るコース）が十

二月十九日不治の病で逝去されました。私達の専科一期校友会が今日まで続いているのは、

田中さんが校友会最初の理事会の挨拶で「専科一期校友会は、伝統を作るという役目が否

応になくあります。学園の皆さんからも注目されていることでしょう。荷が重いと思いま

すが、みんなでその役目を果たしていきます」に始まっています。途中での校友会の改革

では東京オリンピックまで続けようとの提案もあり、その実現に向けて会員一同がまとま

り今日に至っています。 田中 忠さんにはこれまでお付き合いいただいた友情に感謝し、

最後に田中忠さんの御霊の永遠の安らかんことを祈りつつ「★オリオンや優しき君を忘れ

まじ」と一句添えて追悼の言葉とします。合掌  専科一期の会 岡村昭則 

 

 



2021年4月発行予定の専科一期の会「思い出の踏み跡」 
★田中忠さんに読んでいただけないのが残念です。地球という星の世界から家族を見守っ 

て下さい。オリオン座を見る度にあなたのことを思い出すでしょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


